
1. 子どもがサッカーを楽しむことを最優先に考えよう
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5. コーチやクラブの考えを聞いてみよう

6. ダメ出しや指示ではなく、ポジティブな応援をしよう

7. あなたが子どもの良い手本になろう

8. 子どもの健康や安全に気を配ろう
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屋島サッカースポーツ少年団10か条屋島サッカースポーツ少年団10か条
子どもが心からサッカーを楽しむための



保護者のみなさんへ大切にしてほしいこと

荷物の準備や片付けなど、親は子どもが失敗しないようにいろいろと
先回りをしてしまいます。でも、子どもは失敗から学ぶことも多いので
す。大人が先回りすることで子どもの成長する機会は失われてしまいま
す。失敗を恐れず子どもに任せてみましょう。
サッカーは自分で考えてプレーするスポーツです。主体性を育むことが
サッカーにも良い影響を与えます。我慢が必要ですが、少し離れたと
ころから子どもの力を信じて見守りましょう。

基本的にサッカーの指導はコーチに任せましょう。しかし、子どもの
起用法や指導方針など、コーチやクラブに対して疑問や不安があれば、
まずはコミュニケーションをとってみましょう。
コーチは様々なことを考え指導にあたっています。いきなり否定するの
ではなく、そうした理由や改善のアドバイスを聞いてみましょう。また、
子ども本人が納得していないなら、子どもにコーチと話をさせましょう。

子は親の鏡と言いますが、子どもは親の態度や行動を見てマネします。
「審判に暴言を吐く」「相手やチームメイトをののしる」「暴言や暴力
をふるう」など、こうした行為は大人も子どもも許されるものではあり
ません。
ついつい感情的になってしまうこともあるかもしれませんが、あなたの
子どもだけでなく、サッカーに関わる全ての人たちに敬意を払い、子ど
ものお手本となるように心がけましょう。

小学生年代は多くのことを吸収し学ぶ大切な時期です。低年齢から特
定の競技に特化し、早期専門化することは必ずしも良いことばかりでは
ありません。最近では、毎日がサッカー漬けで疲れ、サッカーが楽し
くなくなってしまう子どもも増えているようです。
人生はサッカー一筋である必要はありません。家族や友達との時間、
学校のことも大事にしていきましょう。そして、あなた自身も自分の時
間を大切にし人生を楽しんでください。

子どもが自分で考えプレーすること、そして挑戦して失敗することが子
どもの成長の糧になります。良いコーチは結果だけに一喜一憂するの
ではなく、子どもの未来を見据えて指導しています。今日の結果は、
あなたが思うほど重要ではありません。試合後、あなたは「勝った
の？」「何点取った？」ではなく「今日楽しかった？」と声をかけてあ
げましょう。そして、どんなことがあったのか子どもの声に耳を傾けて
ください。

学校で教える算数と同じように、サッカーの指導も子どもの発達年代
に応じたアプローチが必要になります。大人と同じようにサッカーを理
解することはできませんし、同じようなプレーもできません。少しずつ
成長に合わせてサッカーを理解し、学んでいくことが必要なのです。
また子どもの成長スピードは十人十色。焦らず、多くを求めず、長い目
で子どもの成長を見守ってあげましょう。

子どもがミスをしたときに「何やってんだ」と思う気持ちは分かります。
でも、それはプレーしている子どもが一番分かっていることです。ダメ
出しばかりしていると子どもはチャレンジをやめてしまいます。また、
試合中の指示はコーチの役割です。
あなたがされて嬉しいのはどんな応援でしょう？あなたの役割はプレー
のアドバイスではなく子どもが楽しむ環境を作ることです。子どもが
チャレンジしたことを褒め、励ましてあげましょう。

大好きなサッカーも健康でなくてはプレーできません。スポーツにケガ
や事故はつきものですが、子どもの安全を守るのは大人の役割です。
プレーのことだけではなく、疲労やケガに関する知識、熱中症や脳震
盪、救命処置など安全に関する知識も最低限身につけておきましょう。
子どもたちを見守りながら、しっかりと安全確保に気を配ることが大切
です。

クラブの係や土日の送迎、人間関係など、親にとって大変なことが多
いのも確かです。しかし、それをあなたがイヤイヤやっていたり、文句
ばかり言っていたら子どもはサッカーを心から楽しめるでしょうか？あな
たがサポートしているのは自分の子どもだけではありません。周りの子
の成長にも目を向け、クラブや子どものサッカーに関わることを、あな
た自身が楽しんでください。あなたが笑顔なら、子どもも笑顔でサッ
カーを楽しめるはずです。

子どもがサッカーを楽しむことを
最優先に考えよう

今日の結果ではなく、
子どもの未来に目を向けよう

サッカーは自由なスポーツ。子供にとって一番楽しいのは、自分で考え
てプレーすることです。誰かにやらされるのではなく、自分で考えチャ
レンジすることで子どもは成長します。プレーするのは、あなたではな
く子ども自身。サッカーが楽しくなれば、子どもは言われなくても一生
懸命プレーします。勝ち負けも大事ですが、それ以上に子どもが自分
で考えサッカーを楽しむことが大事。あなたはそれを見守りサポートし
てあげましょう。
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